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YESコンピュータHITAC M-620/M-630/M-640

ハードウェア技術と特長
TechnologleSandFeaturesofHITACM-620,M-630,M-640

HITAC M-620/M-630/M-640システム(以下,M-620,M-630およびM-640

と略す｡)は,日立製作所がHITAC Mシリーズの一員として開発した中･小形

ホストコンピュータおよび部門コンピュータとして位置づけられる｡M-620/M-

630/M-640の主な特長は,(1)部門分散処理に適合した上位機種とシリーズ化さ

れた開発思想,(2)LSI,マイクロプロセッサなど最新の半導体技術,(3)拡張性,

信頼性,操作性の大幅な改善を図ったハードウェア技術,などが挙げられる｡

このシステムは中･小形ホストコンピュータ,部門コンピュータだけにとどま

らず,端末コントローラ,各種サーバなど広範囲の応用分野に利用することが

できる｡

小 結 言

HITAC M-620/M-630/M-640システム(以下,M-620,M-

630およびM-640と略す｡)は,1990年代に対応する汎(はん)用

中･小形コンピュータとして日立製作所が開発したもので,

昭和62年10月(M-620は昭和63年7月)発売を開始し,平成元

年8月M-620/40,M-630/50の追加など継続的にエンハンス

を行っている｡

この論文は,M-620,M-630およびM-640の開発思想,ハ

ードウェア技術と特長について述べる｡

8 開発思想およびシステムの今寺長

M-620,M-630およびM-640は,ホストコンピュータおよ

び部門コンピュータとして開発した中･小形コンピュータシ

ステムである｡現在,中･小形コンピュータシステムには,

コンピュータ室を中心とした定型業務に加え,システムOAに

代表される業務の第一線部門のニーズに柔軟に対応するため,

分散設置した部門コンピュータとホストコンピュータ,さら

にはワークステーションとを高度に連携させる部門分散処理

が求められている1)｡M-620,M-630およびM-640は,導入する

部門の多様性を考え,中･′ト規模の定型業務を行うホストコン

ピュータとして,またホストシステムと緩く結合した部門シ

ステムとして,さらにはホストシステムと固〈結合した分散

システムとして利用することを目標に開発したものである｡

(1)M-620,M-630およびM-640の位置づけ

M-620/M-630はHITACし400シリーズ2)およびM-2203)下
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国= HITAC M-600シリーズにおけるM-620/M-630およびM-640の

位置づけ HITAC M-600シリーズの一員として開発したM-620,M-630

およびM-640は,統一したアーキテクチャを採用しているため,規模,用

途に応じて最適な機種を選択できる｡

*日立製作所神奈川工場
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位モデルの後継機,M-640はM-220上位モデルおよびM-240

の後継機として位置づけられる(国=)｡

(2)アーキテクチャの統一

M-620,M-630およびM-640は上位機であるM-66Ⅹ,M-68

Ⅹと同じHITAC Mシリーズアーキテクチャを採用し,また

31ビットアドレッシング機構をサポートした｡これによって,

システムの拡張性,高性能化への対応を図り,規模,用途に

応じて最適な機種とオペレーティングシステム4)を選択可能と

した｡

(3)小形･高性能･省電力化

最新の半導体技術および実装技術,さらに最新の周辺装置

技術によって小形化,省スペース化,省電力化および低騒音

化を図ったシステムを実現した5)｡

M-620,M-630は,スタンダードセル方式のCMOS(Com-

plementaryMetalOxide Semiconductor)VLSIを使い,3

次元実装技術によって主記憶も含め,CPUを1カードに実装

した｡また,IOP(Input-OutputProcessor:入出力プロセッ

サ)やSVP(サービスプロセッサ)を1カードに実装するなど,

基本モジュールをすべて1カードで構成した｡さらに,高性

能･大容量磁気ディスク装置の小形化を図り,新開発のカー

トリッジ磁気テープ装置と合わせて処理装置に内蔵可能とし

た｡その結果,M-620は床面積0.27m2,M-630は床面積0.6m2

のワンボックスシステムを実現した｡

M-640は,ECL(EmitterCoupledLogic)LSIを使いバイポ

ーラ技術の特長である高速性を生かしながら,簡素な論理構

造をとることによってCPUを1カードに実装した｡また,

CMOS VLSIを使い8台のチャネルを1カードに実装し,光

チャネル制御装置をも含め処理装置に内蔵可能とした｡

(4)拡張性,多様化への対応

2Gバイトの仮想空間を持つ31ビットアドレッシング機構を

採用し,主記憶容量は最大128Mバイト,磁気ディスク装置の

記憶容量は最大240Gバイトまで拡張可能とした-｡またM-620

は4モデル,M-630は5モデル,M-640は4モデルと3機種

13モデルをそろえ,業務内容や設置場所に応じて最適なシス

テム構成を導入し,フィールドで容易に上位モデルへのアッ

プグレードを可能にした｡これらにより,業務量の増大に対

してシステム設計者やプログラマは,主記憶容量,磁気ディ

スク容量や処理装置能力をほとんど意識することな〈,柔軟

にシステム拡張に対応することができる｡

また,トークンリングLAN(LocalAreaNetwork)やISDN

(IntegratedSeⅣicesDigitalNetwork)サービスを利用して,

日立クリエイティブワークステーション2050をはじめとする

多様なワークステーション,端末機器を接続し,図形,画像

データを含む文書データなどの多様な情報処理を可能とし,

幅広いネットワークシステム,システムOAへの対応を図って

いる｡
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(5)信頼性･保守性･操作性の向上

SVPの機能を充実し,システム立上げ時の初期診断,障害

発生時の自動回復処理,障害情報の記録や遠隔保守支援など,

信頼性･保守性･サービス性の向上を図った｡

また,運用操作の省力化のための内蔵時計による自動電源

投入機構,自動運転制御機構,遠隔地のホストシステムから

のリモートパワーオン機構や,前面保守の採用による壁際設

置,システム全体の商用100V化(M-620,M-630)など,部門

分散システム,一般オフィス環境でのシステム運用に必要と

なる機能を備えた｡

M-620,M-630およびM-640の概略仕様を表1に示す｡

同 M-620,M-630のハードウェア技術

3.1LSl技術

M-620,M-630では,小形化,省電力化を図るため,1.3ドm

CMOS VLSI技術を採用した｡CPUのマシンサイクル時間の短

縮のため,スタンダードセル方式LSIを開発し,演算時間が15ns

のALU(ArithmeticLogicUnit)マクロセルとアクセス時間

が7nsの64ワード×36ビットRAM(RandomAccessMemory)

二組みを含め5万2,000ゲートを12.9mm角のチップに集積し

た(図2)｡

表I H什AC M-620/M-630/M-640処理装置の概略仕様 処理装

置は,最新の半導体技術および実装技術によって各種制御機構を内蔵し,

高性能化 小形化および省電力化を図った｡

項 目 M-620 M-630 M-640

命令プロセッサ l l 2♯*

主記憶容量(Mバイト) 8～32 8～64 16-1Z8

最大チャネル転送

速度(Mバイト/秒)
l.8 3 6

光チャネル数 4

最大チャネル数 6 10 16

内蔵磁気ディスク装置 360Mバイト×2 360/560Mバイト×4

内蔵カートリッジ ZOOMバイト/ 200Mバイト/

磁気テープ装置 カートリッジ×l カートリッジ×l

内蔵通信アダプタ

(回線数)
8＋柑* 16＋24* 16十Il*

内蔵制御機構

ローカルターミナル制御機構

トークンリングLANコントローラ

ラインプリンタコントローラ

その他

処理装置床面積(m2) 0.27 D.6 0.84

電 源 】00〉単相 川OV単相 200〉単相/3相

サポートOS
〉OSK, 〉OSK, VOSK,VOSl/

VOSけES2 VOSりES2 ES2,VOS3

注:略語説明など VOS K(VirtuaトstorageOperatingSystem Kindness)

VOSりES2(VOSりExtendedSystem2)
* 入出力拡張装置に実装

** VOS3使用時
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図2 HITAC M-62D,M-630CP〕に採用したl.3llmCMOS VLSI

RAMマクロセル,ALUマクロセルを含めて52′000ゲートを,lZ.9mm角

のチップに集積した｡

表2 M-620/M-630用に開発したCMOS〉LSlの諸元 最先端の

l.3トmCMOSプロセスにより〉LSlを開発した｡

項 目
＼ 方 式 スタンダードセル ゲートアレー

集 積 度

(ゲ ート 数)
52′000

Z4′000

18′000

8′000

遅延時間(ns/ゲート) 0.9 l.2

RAMアクセス時間(ns) 7 7

消 費 電 力 (W) l 0.8

パ ッ ケ ー

ジ PGA PGA

(ピ / 数) (240) (240,208,ほ0)

注:略語説明 PGA(PinGridArray)

IOPや周辺制御装置用には,論理規模に応じて選択できる3

種類のゲートアレーを開発した(表2)｡

さらに,nMOS E/E(n-ChannelMOS Enhanced/En-

hanced)出力回路により,LSIの出力信号で他のカード上のLSI

を直接駆動可能とし,駆動用ICの削減,LSI間信号伝搬時間の

短縮を図った｡

3.2 CPリ

マシンサイクルの短縮と合わせて,論理方式の改善によっ

て処理性能の高速化(命令実行時問の短縮)を図った｡

(1)大形機並みの機能･構造を持つパイプラインの採用

(2)最大32kバイトのBS(バッファ記憶)の採用

(3)BSと演算ユニットの間のデータ転送経路に,任意数のバ

イトシフトができるアライナを挿入
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(4)主演算器と並列に動作する32ビットシフタの設置

MS(主記憶)は,1MビットDRAM(Dynamic Random

AccessMemory)をサブカード上に実装し,CPUカード上に

搭載する3次元実装を採用した(図3)｡

3.3 旧P,SVP

IOPは,チャネル共通制御部とチャネルプログラム実行部を

機能分割し,CMOSゲートアレーを組み合わせて構成した｡

さらに,IDC(磁気ディスク制御装置),MTC(磁気テープ制御

装置)もCMOSゲートアレーで1チップ化し,3チャネルと

IDC,MTCを実装した多機能IOPを1カードで実現した｡こ

のほか,最大3Mバイト/秒の転送能力を持つMシリーズ標準

入出力インタフェースチャネルを二組み実装した1カードIOP

により,システムの拡張性を図った｡

SVPは,汎用マイクロプロセッサとCMOSゲートアレーを

用いて,1カード化を図った｡SVPのプログラムは,マルチ

タスク制御部,SVP機能実行部およびハードウェア制御部か

ら成り,パネル操作,障害自動回復および保守支援機能と,

自動運転機能などのシステム運転支援機能などを実行する｡

M-630のシステム構成例を図4に示す｡

3.4 内蔵ネットワークコントローラ

各種通信網への接続,国際標準への対応など,LANから

WAN(広域ネットワーク)まで,システム利用形態に応じたネ

ットワークシステムを実現するため,各種通信アダプタ､LAN

コントローラを処理装置に内蔵可能とした｡

(1)通信アダプタ

高性能データ通信LSIと高性能マイクロプロセッサによI),

ベーシック制御手順は最大回線速度19.2kビット/秒,ハイレ

ベル制御手順は最大回線速度64kビット/秒の通信アダプタを

実現した(表3)｡

主記憶サブカード

(4Mバイト×8)＼
G巾

て

告
(つ

y

命令プロセッサ部

主記憶制御部

図3 CMOS VLSlで構成したM-630CPUカード 約43×23cm2のプ

リント基板に,32Mバイトの主記憶を3次元実装したlカードCP〕である｡
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基本筐(きょう)体
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標準l/0
インタフェース

LBP
MT

注:略語説明 SVP(サービスプロセッサ)

10P(入出力プロセッサ)

BCH(ブロックマルチプレクサ チャネル)

BYMPX(バイト マルチプレクサチャネル)

FDD(フロッピーディスクドライブ)

DK

トークンリング

ネットワークTR4

LANC(+ANコントローラ)

lDC(磁気ディスク制御装置)

MTC(磁気テープ制御装置)

LTC(ローカルターミナル制御機構)

lCA(通信アダプタ)

10PO

BYMPX

lCA LTC

MTC lDC

○

CGMT

DK

560Mバイト×4

ワークステーション

CGMT(カートリッジ磁気テープ装置)

LBP(レーザ ビームプリンタ)

MT(磁気テープ装置)

DK(磁気ディスク装置)

図4 HITAC M-630のシステム構成例 処理装置には,磁気ディスク装置,カートリッジ磁気テープ装置ほか周辺制御装置を内蔵できるので,

コンパクトなシステムを構成できる｡

表3 通信アダプタの概略仕様 高性能マイクロプロセッサを採用

し,各種伝送制御手順と通信回線インタフェースに適合する通信アダプ

タを開発した｡

方式
項目

ベーシック ハイレベル

サポート 手順

HSC手順

DT-9611手順

日立標準無制御手順

HDLC-〕Nl次局

HDLC-〕NZ次局

HDLC-BA

(1976年･柑80年版DTE)

適 用 回 線
専用回線

電話回線

専用回線

DDXパケット交換網
高速ディジタル回線

回線速度(bps) 300-19′200 2′400-64′000

同 期 方 式 調歩式,SYN同期式 フレーム同期式

注:略語説明 HSC(HitachiSt∂ndardSynchronousCommu山cation)

HDLC-UN(High】eve】Data Link Controトリnbalanced operation

NRM)

HDLC-BA(HDLC-BaIancedoperationABM)

DDX(DigitalDataExchange)

(2)LANコントローラ

日立トークンリングネットワーク(TR4)は,IEEE(米国電

気電子学会)802.5に準拠するLANで,高速データ伝送が可能

である｡高性能マイクロプロセッサ,CMOSゲートアレ一に

より,LANコントローラの小形化を図り,TR4を直接処理装

置に接続可能とした｡

2S

3.5 周辺装置

(1)磁気ディスク装置

磁気ディスク装置は,最新のヘッド ディスク アセンブリ

を採用し,従来機に比べ大幅な記憶容量,性能の向上を図っ

た｡

H-6525形磁気ディスク装置は,大形ディスク装置と同等の

性能を持ちながら,小形化,省電力化を図った5.25インチサ

イズのディスク装置である｡H-6527形磁気ディスク装置は,

5.25インチ径のディスクを用い,キャリッジ高速駆動技術,

超高速回転技術6)(毎分4,876回転)により,シーク時間と回転

時間を短縮し高性能化を図った8インチサイズのディスク装

置である(表4)｡

(2)カートリッジ磁気テープ装置

H-6416形カートリッジ磁気テープ装置は,ストリーミング

モードによる高速動作が可能で,処理装置に内蔵される｡マ

イクロプロセッサ制御により,機構部の簡素化とエラー回復

機能を備え,高信頼性を実現している｡H-6485形カートリッ

ジ磁気テープ装置は,カートリッジテープの自動交換機能を

持つ小形･高性能装置である｡チャネルとのデータ転送と磁

気テープ駆動装置とのデータ転送を非同期に行い,複数7すロ

ックを一括読み書きし,高速化を図っている｡その他,ブロ

ックナンバリング機能,エラー回復機能,メッセージ表示機

能により,信頼性,操作性の向上を図った(表5)｡
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表4 磁気ディスク装置の概略仕様 H-6525は小形化を,H-6527は

アクセス時間の高速化を,H-6556は大容量化を図った｡

項 目＼､型名＼
H-6525-1 H-6527-Z H-6556-l

記憶容量/スピンドル 360Mバイト 566Mバイト l′Z60Mバイト

データ転送速度 l.8Mバイト/秒 2.5Mバイト/秒 3Mバイト/秒

平均シーク時間 16ms 12ms 15ms

平均回転待ち時間 8.3ms 6.2ms 8.3ms

媒 体 サ イ ズ 5.Z5インチ 5.Z5インチ 9.5インチ

搭 載 装 置 M-620 M-630 独立形

表5 カートリッジ磁気テープ装置の概略仕様 オープンリール

の磁気テープに比べ約÷のサイズのカートリッジテープを採用し,操作
性の向上を図った｡

項 目
形名 H-6416-1 H-6485-5 H-6485-31

記 憶 容 量/巷● ZZOMバイト ZOOMバイト
200Mバイト

(360Mバイト)*ホ

データ転送速度 225kバイト/秒 750kバイト/秒
l.5Mバイト/秒
(3Mバイト/秒)…

巻 戻 し 時 間 70s 48s 48s

テープローディング 自 動 自 動 自 動

大 き さ CP〕に内蔵

幅520mm

奥行き750mm
高さl′060mm

幅了45mm

奥行き750mm
高さl′060mm

電 源 M-620/M-630
CPUに含まれる｡

100V 200〉

注:* H-6416-1では3Zkバイト/ブロック時.

ロック時の記憶容量

** 50%圧縮時

*** 圧縮モード機構付加時

H-6鵬5-5/31では24kバイト/プ

田 M-640のハードウェア技術

4.1処理装置

(1)構 成

M-640は,ユニプロセッサモデルM-640/10,M-640/20,

M-640/30とデュアルプロセッサモデルM-640/40の四つのモ

デルで構成される(図5)｡処理装置のデータ処理能力を決め

るBPU(命令処理部やチャネル制御部などを含む｡)には,ECL

LSI技術を採用した｡また,BPUと比較して低速で動作する

MS,CHU(入出力処理ユニット),SVP,IPC(内蔵形入出力

制御機構)などには,CMOS LSI技術を使用して小形化,省電

力化を図った｡さらに,入出力制御は,サイクルスチール方

式で実現し,命令処理と入出力処理用に,BPUをマイクロ命

令単位に時分割で使用し,処理装置全体の規模の簡素化を実

現した｡

(2)LSI技術

M-640では,BPU部分に高性能化の面からM-68Xで培った

ECL LSI技術を採用した｡このECL LSIは,超大形機の冷却

方式,設備環境を前提としており,これを中形機のM-640で

｢‾

l/0

MS ‾｢
‾‾‾‾‾‾‾1

0UPB

UHC

｢‾-‾‾‾‾

t r

保守コンソール

SVP

-
■
●
l
■
】
■
■
+

CP

l/0

注:略語説明 MS(主記憶装置)

BPU(演算処理装置)

CHU(入出力処理ユニット)

1PC(内蔵形入出力制御機構)

CD l/0

BPUl

CHU

け0(入出力装置)

CD(オペレータコンソール)

図5 HITAC M-640/40処理装置の構成 デュアルプロセッサモ

デルM-640/40の構成を示す｡ユニプロセッサモデルM-640/川,M-640/20,

M-640/30ではBP〕lを実装しない｡

採用するに当たり,次のような低消費電力化のくふうを行っ

た(表6)｡

(a)LSI

主要論理部には,5,000ゲートLSIを使用した｡

M-68Ⅹと同じ速度の通常ゲートと新たに開発した低電力

ゲートを混在させた｡この低電力ゲートは,通常ゲートに

比べて速度は30%遅いが,消費電力は30～40%少ない｡

(b)RAM

特に高速性が必要なLS(ローカル記憶),TLB(アドレス

変換バッファ),BAA(バッファ記憶のアドレスアレー)には,

高速バイポーラRAM(アクセス時間6ns)を使用した｡大容

量を必要とするBS,CS(制御記憶)およびKS(キー記憶)に

は,低消費電九 大容量のBiCMOS RAM(アクセス時間

25ns)を使用した｡

(3)光チャネルサブシステム

柔軟なシステムレイアウトを可能にするため,最先端の光

技術を駆使した光チャネルサブシステムを開発した(図6)｡

(a)周辺装置の遠隔設置

光ファイバケーブルにより最大2kmまで周辺装置の分散
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光チャネル
チャネル 制御機構

光ファイバケーブル

リモート

光チャネル装置

プロセッサ 最大2km

図6 光チャネルサブシステムの構成

外の周辺装置では2kmである｡

周辺装置

最大光ファイパケーブル長は,ディスク装置ではIkm,ディスク装置以

表6 M-640の半導体技術 ECLには,M-68Xと同じゲート速度の通

常ゲートと低電力ゲートとを混在させた｡RAMは,用途に応じて最適な素

子を使用した｡

項 目 M-640

論 理

+Sl

ECL
集積度(ゲート) 2k 5k

回 路 遅 れ(ns) 0.2 0.25

CMOS
集積度(ゲート) 24k 40k

回 路 遅 れ(ns) l.Z 0.9

メモリ

LSl

バイポーラ
集積度(ビット) 4k

アクセス時間(ns) 6

BiCMOS
集積度(ピット) 64k

アクセス時間(ns) 25

MOS 集積度(ビット) lM

ハイブリッドRAM
モ ジ ュ

ー

ル

ゲート･モジュール 700 700

ビット･モジュール Z4k 512k

設置が可能である｡

(b)周辺装置のレイアウトの自由度拡大

光ファイバケーブルは,従来の入出力インタフェースケ

ーブルに比べて,体積で吉,重さで吉であー),設置が容易
となる｡

(4)SVP,IPC

SVPはCMOS LSI技術を採用し,専用のマイクロプロセッ

サ,ワーク記憶およびハードウェアディスクを持つ｡処理装

鼠 保守コンソールと嶺続し,操作,保守などに関するコン

ソール機能と,システム運転などに関するシステム運転支援

機能をサポートする｡

IPCは,CMOS LSI技術を使用し,処理装置に内蔵された

各種入出力制御機構および各種通信アダプタを制御する｡

4.2 周辺装置

M-640システムを構成する周辺装置として,H-6916-Kl形

半導体記憶装置,H-6556-1形ディスク装置を開発した｡これ

らは処理装置と高さが同じであり,システムとして統一を図

っている｡

(1)H-6916-Kl形半導体記憶装置

1MビットDRAMなど,最新の技術を採用した高性能･大
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容量の外部記憶装置である｡平均アクセス時間は0.3ms,デ

ータ転送速度は3Mバイト/秒,'最大記憶容量は256Mバイト

である｡

(2)H-6556-1形ディスク装置

M-640システムのメインディスク装置として開発した大容

量,高性能および省電力形のディスク装置である｡記憶容量

は1,260～5,040Mバイト,平均シーク時間は15ms,平均回転

待ち時間は8.3ms,データ転送速度は3Mバイト/秒である｡

包 括 言

M-620/M-630/M-640は,OA化や部門分散･ネットワーク

化など多様なユーザーニーズに対応することを目的として開

発した中･小形コンピュータである｡5万2,000ゲートCMOS

VLSIをはじめ,最新のハードウェア技術と,それに適合する

論理方式を採用することによって,小形化,省電力化を実現

するとともに,処理性能,信頼性および操作性の大幅な改善

を図り,オフィス環境への適合性をいっそう向上させた｡

今後も,ますます高度化,多様化するニーズにこたえるた

め,新技術の適用範囲を拡大することによって機能の強化を

図り,システムの改善と発展に努める考えである｡
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